
 
平成２６年度 東北地方ダム管理フォローアップ委員会 

 
                      日時：平成２７年３月３日 
                         場所：ＡＥＲ２１階ホールＢ 
 
【審議結果】 
 
１．共通事項 
 
（堆砂関係） 
○各ダムの治水機能を最大限活用できるよう、引き続き堆砂状況を監視すると

ともに、特に古いダムについて、容量配分や洪水調節方式など計画の見直し

も含めて検討すること。 
 

（水質関係） 
○貯水池の水質状況は季節性があると考えられ、２期（洪水期・非洪水期）に

分けて整理すること。 
 
○流木等が貯水池（閉鎖域）の水質に影響していることが考えられ、流木の流

入防止対策を検討すること。 
 
○出水時の流入負荷は底質に影響し、ひいては栄養塩類の水質に影響する可能

性が大きいので、引き続き堆砂状況を監視すること。 
 
○異臭味現象等特異事例については、ダム間の情報交換を行うこと。 

 
（生物関係） 
○流域の特定外来植物（アレチウリ、オオハンゴンソウなど）が貯水池の水質

や景観の悪化に影響を及ぼしていると考えられ、有効な対策を検討すること。 
 
（水源地域動態関係） 
○水源地域動態に関する情報（良い情報も悪い情報も）を共有できるよう、ネ

ットワークを構築すること。 
 
２．田瀬ダム定期報告に対する主な意見 
 
○アオコやカビ臭の発生原因について、今後も水質変化の状況を的確に把握し、

関係機関と連携して流域の発生負荷の低減、水質悪化防止の対策を進めるこ

と。 
 
３．白川ダム定期報告に対する主な意見 
 
○白川ダム一帯を代表する良好な魚種の構成が確認されており、貴重なデータ

であり、情報発信を行うこと。 
 
４．寒河江ダム定期報告に対する主な意見 
 
○濁水長期化について、今後も適切な対策を講じていくこと。 


